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A

使用料外

　救急救命士の養成と高度な応急処置実施のために、医療機関での実習（就業前実習、薬剤投与等）を行い、医学会への参加や

医療機関との連携を通じ救急体制の整備を図った。

　また、多様な災害に対処できる高度な能力を持つ消防職員の育成や通常の災害から大規模な災害まですべて対処可能にし、住

民の安心安全を確保するための資機材整備を図った。

　●旅費 円

・消防学校、消防大学校、救命士研修所 延べ 9人 円

・その他研修、会議旅費 延べ26人 円

　●需用費 円

・消耗品費、燃料費、食料費、印刷製本費、光熱水費、修繕費、被服費

　●役務費 円

・通信運搬費、手数料、保険料

　●委託料 円

・保守管理委託料ほか

　●使用料及び賃借料 円

・使用料、敷地借上料ほか

　●備品購入費 円

・庁用器具費（広瀬洗濯機、比田エアコン、冷蔵庫） 円

・器具費 円

決算事項別明細書 P105

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課

中事業 消防・防災対策の充実 一般会計

小事業 常備消防費 消防費

事業開始年度 令和3年度 消防費

事業進捗度 － 常備消防費

当 初 予 算 額 77,118,000 円

予 算 現 額 73,983,000 円

決 算 額 72,533,190 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 4,288,435 円

人件費コスト  B 75.0人役 530,475,000 円 総事業費　　A+B 603,008,190 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【防災体制の構築事業】 66,031,349円 0円 0円 4,288,435円 61,742,914円

1,356,640

1,031,660

324,980

22,870,060

消防吏員用活動服　34着 墜落制止用器具　29個

7,366,466

17,918,670

2,613,008

5,543,980

375,540

5,168,440

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 68,244,755 円

目
的

常備消防として各種災害に対応するため、職員
の資質向上と消防資機材の維持管理を図ること
により、迅速な消防防災活動を行い、災害の予
防及び被害の軽減を図るもの。



　●負担金補助及び交付金 円

・消防学校、消防大学校ほか　各種研修負担金 円

・協議会、防火委員会、消防長会ほか　負担金 円

　●その他 円

・報償費、消防長交際費ほか

　●報酬 円

・会計年度任用職員報酬（1人分）

　●職員手当等 円

・会計年度任用職員手当等（1人分）

　●社会保険料 円

　消防車両の整備維持管理は、災害時の適切且つ迅速な対応を可能にするためには不可欠で、消防車両点検、整備を図り、災害

による被害を軽減することに対応した。

　●需用費 円

・修繕料

　●役務費 円

・手数料（リサイクル料ほか） 円

・保険料（自賠責保険、共済保険） 円

　●公課費 円

・自動車重量税（19台）

　

ネットワーク監視表示灯 1台 ネット119用 ノートパソコン 1台 携帯電話6台

防火衣一式 6式 フルボディーハーネス 2器 消防用ホース26本

救急訓練用人形1体

5,668,103

2,857,114

2,810,989

249,740

1,743,600

370,514

330,568

【緊急車両等維持管理事業】 6,501,841円 0円 0円 0円 6,501,841円

4,183,293

1,311,248

659,480

651,768

1,007,300
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国1/3

基金外

　消防団は、災害現場での活動や日頃の地域住民への防災指導などの地域防災力の中枢をなすものである。災害状況によっては

消防団の活動も広範且つ長時間に及ぶもので、その対応能力を更に向上させるために訓練実施を行い、地域防災力向上を図っ

た。

　●報酬 円

・消防団員報酬（661人） 円

・機械器具手入れ報酬（自動車44台） 円

・訓練出動報酬（延べ835人） 円

・災害出動報酬（火災449人､行方不明捜索36人 延べ485人） 円

・火災予防警戒パトロール（春・秋火災予防週間）（延べ444人） 円

・操縦者等報酬（自動車44台、ラッパ隊手当9人） 円

　●報償費 円

・消防団員退職報償金（24人） 円

・安来市消防団協力隊謝礼（32人） 円

・その他 円

　●旅費 円

・費用弁償

　●需用費 円

・消耗品費 円

・燃料費 円

・被服費 円

・その他（光熱水費、修繕費） 円

　●負担金補助及び交付金 円

・消防団員退職報償金掛金（776人） 円

・消防団員福祉共済掛金（661人） 円

・公務災害補償費共済掛金 円

・防火防災訓練災害補償費等共済掛金 円

・その他 円

決算事項別明細書 P107

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課

中事業 消防・防災対策の充実 一般会計

小事業 非常備消防費 消防費

事業開始年度 令和3年度 消防費

事業進捗度 － 非常備消防費

当 初 予 算 額 88,409,000 円

予 算 現 額 66,936,000 円

決 算 額 65,135,699 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 14,428,437 円

人件費コスト  B 5.0人役 35,365,000 円 総事業費　　A+B 100,500,699 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【消防団体制の構築事業】 59,282,579円 41,000円 0円 12,061,437円 47,180,142円

22,552,999

15,226,999

924,000

2,505,000

1,746,000

1,332,000

819,000

11,138,184

10,838,000

89,600

210,584

1,234,800

5,149,172

572,312

470,307

2,181,424

1,925,129

18,732,206

14,899,200

1,982,250

1,612,748

39,000

199,008

雨衣 118着 消防団員用活動服 40着

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 41,000 円

一 般 財 源 50,666,262 円

目
的

消防団員の資質向上と消防資機材の維持管理等
を行い、火災を予防し水害や地震等から被害の
軽減を図るもの。



　●その他（通信運搬費、手数料、敷地借上料ほか） 円

　消防車両の整備維持管理は、災害時の適切且つ迅速な対応を可能にするためには不可欠で、適正な消防車両の維持管理を図

り、災害による被害を軽減することに対応した。

　●需用費 円

・修繕料

　●役務費 円

・手数料（リサイクル費用） 円

・保険料（自賠責保険、共済保険） 円

　●公課費 円

・自動車重量税（25台）

475,218

【消防団車両等維持管理事業】 3,485,084円 0円 0円 0円 3,485,084円

1,994,725

806,159

17,600

788,559

684,200

【消防団員用器具購入事業】 2,368,036円 0円 0円 2,367,000円 1,036円

消防用ホース  44本 消防団員用防火衣 10着
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過疎

　24時間出動態勢を確保し、消防業務を円滑に遂行するため、消防施設を適正に維持管理し更に施設整備を充実させ、業務効率

を高める職場環境の確保を図った。

　●需用費 円

・修繕料（維持）

　●委託料 円

・高機能消防指令システム部分更新分析評価業務委託

　●工事請負費 円

・広瀬分署掲示板撤去工事

　経過年数と走行距離により、老朽化が著しく、災害対応への影響が危惧される車両を優先に更新するもの。

　令和3年度は広瀬分署配備のポンプ車を更新した。

決算事項別明細書 P107

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課

中事業 消防・防災対策の充実 一般会計

小事業 常備消防施設費 消防費

事業開始年度 令和3年度 消防費

事業進捗度 － 消防施設費

当 初 予 算 額 47,092,000 円

予 算 現 額 46,552,000 円

決 算 額 46,547,270 円

地　方　債 41,000,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 5.0人役 35,365,000 円 総事業費　　A+B 81,912,270 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 5,547,270 円

【消防庁舎維持管理事業】 3,647,270円 0円 0円 0円 3,647,270円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

648,670

2,860,000

138,600

着工前 竣工

【機械器具購入事業】 42,900,000円 0円 41,000,000円 0円 1,900,000円

広瀬分署配備消防ポンプ自動車

予
算
科
目

目
的

消防施設及び設備の整備拡充を行うことによ
り、各種の災害に初動から迅速かつ効果的に対
応し、被害の軽減を図るもの。
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A

緊防

資機材及び施設を整備し消防力の充実強化を図り、年々多様化する災害への対応を図った。

赤江分団、広瀬分団へ小型動力ポンプ付軽積載車を整備した。

  市内5か所に消火栓を新設した。

　●需用費 円

・防火水槽外柵修理 円

・その他修繕 円

　●手数料 防火水槽駐停車禁止区画線塗装 円

　●工事請負費 円

・布部分団給水引込工事

決算事項別明細書 P107

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課

中事業 消防・防災対策の充実 一般会計

小事業 非常備消防施設費 消防費

事業開始年度 令和3年度 消防費

事業進捗度 － 消防施設費

当 初 予 算 額 26,980,000 円

予 算 現 額 20,821,000 円

決 算 額 20,015,496 円

地　方　債 17,200,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 4.0人役 28,292,000 円 総事業費　　A+B 48,307,496 円

着工前 竣工

317,900

155,100

671,000

【非常備消防体制の構築事業】 20,015,496円 0円 17,200,000円 0円 2,815,496円

【事業名称】 事業費 国・県支出金

着工前 竣工

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 2,815,496 円

目
的

消防団施設及び設備の整備拡充を図り、安全で
安心な住みよい地域づくりを目指すもの。

予
算
科
目

779,900

462,000

地方債 その他 一般財源



　●原材料費 円

　●備品購入費 円

　●負担金補助及び交付金 円

・消火栓新設工事負担金 円

新設消火栓整備箇所5か所

・消火栓修繕工事負担金 円

・上水道加入負担金 円

59,996

12,870,000

小型動力ポンプ付軽積載車（赤江分団、広瀬分団配備）

5,479,500

5,031,900

広瀬町広瀬 広瀬町西比田

408,000

39,600
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基金

　7月、8月の水害で消防職員及び消防団員を招集し、警戒パトロール、広報活動や情報収集を行い必要に応じて水防工法を実施

し、延べ942名の消防団の方に出動していただき、災害対応を実施した。

　水防倉庫内の資機材の確認を行い不足品の購入、土のうを作るための砂を購入した。また、 倉庫の維持管理や資機材整備を

行った。

　●報酬 円

　●需用費 円

　 ・消耗品費（ブルーシートほか）

　●原材料費 円

・材料費

17,660,290 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

当 初 予 算 額 670,000 円

予 算 現 額 3,522,000 円

決 算 額 3,514,290 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 3,300,000 円

【水防活動事業】 3,514,290円 0円 0円 3,300,000円 214,290円

3,391,200

96,690

26,400

シート張り工法 積み土のう工法

人件費コスト  B 2.0人役 14,146,000 円 総事業費　　A+B

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 214,290 円

小事業 水防費

事業開始年度 令和3年度

事業進捗度 －

決算事項別明細書

大事業 防災・防犯 担当部署 消防総務課

中事業 消防・防災対策の充実

目
的

災害（洪水･高潮等）による被害を未然に防止
し、市民の生命･財産を守り、安全で安心な地
域づくりを目指すもの。

消防費

消防費

水防費

P109

一般会計


